
追手門学院大学・心理学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３４４１５

挑戦的研究（萌芽）

2023～2018

エピソード記憶の特性と機能に関する複合的アプローチ：ノスタルジア・心理的幸福感

A multifaceted approach to the properties and functions of episodic memory: 
nostalgia and psychological well-being.

７０１５２９３１研究者番号：

川口　潤（KAWAGUCHI, Jun）

研究期間：

１８Ｋ１８６９２

年 月 日現在  ６   ６ ２８

円     4,900,000

研究成果の概要（和文）： 本研究は，人間が持っている記憶，特に自分自身の体験の記憶であるエピソード記
憶について，近年の記憶心理学を中心とした理論的発展，実証的知見の蓄積を元に，それが人間の幸福感を支え
る基礎的な心理メカニズムとして機能していることを明らかにしようとした研究である。特に，エピソード記憶
の重要な特徴がありありと再体験するように詳細な記憶を想起すること，また過去の想起と未来の展望が関連し
ているということから，再体験的想起の典型のひとつであるなつかしい記憶想起に焦点を当て，検討を行った。
その結果，なつかしい記憶の想起は主観的幸福感および時間割引率と関連している可能性が示された。

研究成果の概要（英文）：This study attempted to clarify that human memory, especially episodic 
memory, which is the memory of one's own experiences, functions as a basic psychological mechanism 
that supports human well-being, based on the accumulation of theoretical developments and empirical 
findings in recent years, mainly in the field of psychology of memory. In particular, because a 
critical feature of episodic memory is the recalling of detailed memories as if re-experiencing them
 vividly, and because recalling the past is related to the prospect of the future, we focused our 
study on nostalgic memory recall, which is one of the typical types of re-experiential recall. The 
results showed that nostalgic memory recall may be related to subjective well-being and the time 
discount rate.

研究分野： 認知心理学

キーワード： エピソード記憶　なつかしさ　ノスタルジア　幸福感　自伝的記憶　時間割引　認知心理学　認知科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究はこれまでの認知研究におけるエピソード記憶の働きについて，単に「覚え，想起する」といったこれま
での記憶研究の枠組みにとらわれず，未来の報酬の評価（時間割引）や主観的幸福感との関連など，広く心の働
きと深く関係していることを示すものとして，隣接領域にも関連していること，また，最近のエピソード記憶概
念の変化という国際的研究動向と深く関わるものであり，学術的意義は大きいと考える。さらに，詳細なエピソ
ード記憶想起が幸福感や未来展望と関連していることから，将来展望をもちにくい状態の改善にも寄与する可能
性があり，社会的意義も大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
本研究は，心理学分野においてエピソード記憶として分類されている記憶について，その働き
や機能を新たな視点から解明しようとしたものである。 
認知心理学分野では，2010 年代に入って，エピソード記憶がどのような機能を果たしている
かについての新しい知見が積み重ねられつつあった。その頃の一般的なエピソード記憶の定義
は（そして現在でも教科書的にはこのように記載されていることが多いが），時間，空間情報の
付随した自分の体験の記憶と定義されていた(Tulving, 1972；自伝的記憶(autobiographical memory)
もほぼ同様の概念であるがそれらの違いについてはここでは触れない)。しかしその後，エピソ
ード記憶が持つ重要な特徴として過去の出来事を再体験するかのように思い出す意識体験
(mental time travel；自己内省的意識, autonoetic consciousness)が重要であると考えられるようにな
った(e.g., Suddendorf, 2013; Tulving, 2005, 2006)。このことこそが，人間が他の動物種と異なる大
きな特徴であるという主張であり，エピソード記憶概念が変化しつつあった点である。 
また，エピソード記憶は基本的に「過去」の体験の記憶であるとされるが，このような過去を
想起するというエピソード記憶を支えている記憶システムは，「未来」を想像するという心理機
能をも支えているのではないかという主張がなされるようになってきた。この未来を想像する
能力に関する考え方はすでに Tulving（2001）でも述べられているが，その後，過去の想起と未
来の想像が類似した現象を示すこと（たとえば，エピソード記憶障害を持つ健忘症患者は未来の
詳細な想像が困難；e.g., Schacter & Addis, 2007; Rösch, Stramaccia, & Benoit, 2021）や過去の想起
時と未来の想像時の神経基盤が重複しているという知見が示されるようになり（e.g., Schacter, 
Benoit, & Szpunar, 2017），エピソード記憶の概念が変わりつつあった。すなわち，エピソード記
憶は過去の出来事の記憶とその想起であるという定義から，再体験するかのように詳細に想起
すること，またそれに伴った想起意識の重要性が指摘されたこと，さらに過去の想起は未来の想
像能力と深く関わっていると考えられるようになって来ていた。 
そこで申請者は，このようなエピソード記憶の特徴，たとえば「過去をありありと思い出す」
（mental time travel）といった特徴が最も表れている状況として，なつかしい記憶の想起に着目
した。これまですでになつかしさ（nostalgia）に関する研究を進めつつあったが，ここに至って，
単に「なつかしい」という感情を扱うのではなく，「なつかしさ」，「なつかしい記憶」をエピソ
ード記憶の大きな特徴として調べることが，「なつかしさ」という感情の検討だけでなく，エピ
ソード記憶という人間特有の可能性が考えられるものの解明にとって重要であると考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究は，人間が持っている記憶，特に自分自身の体験の記憶であるエピソード記憶について，
近年の記憶心理学を中心とした理論的発展，実証的知見の蓄積を元に，その特徴と機能を明らか
にすることを目的とした。ただし，エピソード記憶が単に人間の認知機能の一つであるとする従
来のアプローチではなく，広く様々な心理機能の基盤をなしているという視点から捉えようと
するものであり，中でも幸福感を支える基礎となっているのではないかという点に着目した。 
すでに上記で述べたように，エピソード記憶が持つ重要な特徴として自分自身の体験の記憶，
すなわちエピソード記憶については，単に記憶成績がよい悪いにとどまらず，心理的な過去と未
来をつなぐ重要な役割を果たしていることが見いだされてきた。過去の想起と未来の想像が共
通の基盤を有していること (e.g., Schacter, Benoit, & Szpunar, 2017)に加えて，さらにエピソード記
憶は，問題解決のプランニングへの影響，心理的幸福感といった心の健康にも関わっていること
が示唆されている(Jing, Madore, & Schacter, 2016)。本研究はその点にも焦点を当てることとした。 
さらに，エピソード記憶の想起が単純な想起の出来・不出来（記憶の正解・不正解）という典

型的な記憶指標ではなく，想起時の意識，すなわち自己内省的意識（autonoetic consciousness）が
重要という観点から，想起の状態に着目することとした。近年，非常によく使われるようになっ
てきている手法が，Autobiographical Interview（Levine et al., 2001）という手法である。この手法
自体は 2001年に発表されたものであるが，2010年前後以降のエピソード記憶研究ではしばしば
利用されている。Autobiographical Interview は，エピソード記憶の想起内容がどれくらい詳細で
あるかを定量化する方法であり，本研究でもその日本語版作成を試みた。 
これらのエピソード記憶に関する最新の研究を踏まえ，本研究ではその最大の特徴である過
去の出来事を再体験するかのように思い出す典型的な状態(mental time travel)としてなつかしい
記憶の想起という場面を取り上げ， 
(1) なつかしさ想起を実験的に作り上げることよって，エピソード記憶の再体験的想起が持つ
特徴を明らかにする 

(2) なつかしい記憶の想起が幸福感などのいわゆる記憶指標以外のさまざまな心理機能に与え
る影響を解明する 

という点を中心に検討することを目的とした。 
 

 



３．研究の方法 
本研究では，なつかしい記憶想起という手法を用い，エピソード記憶が関与していると考えら
れる特徴への影響を検討することとした。主に実験的手法を想定していたが，コロナ禍による個
人実験実施の困難という状況に遭遇し，Web実験や質問紙を用いる手法も検討した。加えて，幸
福感については当該分野で主に用いられている質問紙による検討を行った。 
上記で述べたように，エピソード記憶の重要な点は，自分自身の体験を再体験するかのように
思い出すという点である。これはエピソード記憶の再体験的想起(mental time travel; Tulving, 2005)
と呼ばれているが，この再体験的想起について，近年，その能力は情景(scene)をひとまとまりの
ものとして想起できるか(scene construction)どうかが関与していることが明らかとなってきてい
る(e.g., Hassabis & Maguire, 2007)。たとえば，健忘症患者は個別のアイテムを想起，イメージで
きるが，それらをまとめた情景は想起，イメージできない（e.g., Maguire, Intraub, & Mullally, 2016）。
本研究ではこの点に着目し，scene construction 能力を反映しているとされる境界拡張(boundary 
extension; Intraub, & Bodamer, 1993)という現象を用いた実験的検討を行うこととしていたが，コ
ロナ禍に入り個別実験ができなかったため，これまで取得したデータの鮮明度(vividness)，視覚
イメージ能力との関連を検討することとした。もちろん，scene constructionと vividness，視覚イ
メージ能力は同一のものではないが，間接的な関連があることを前提とした。 
エピソード記憶想起の指標として，再生数，再生率がよく用いられるが，すでに述べた

Autobiographical Interview では，想起内容の詳細さを調べることによって，エピソード記憶能力
を検討している。具体的には，一般的知識（意味記憶）にもとづく推論的想起ではなく，イベン
ト特有の情報をどれくらい想起しているかを調べる手法である。日本ではほとんど使われてお
らず，本研究ではこの手法の日本語版開発も視野に入れて検討を行った。 
また，エピソード記憶が過去の想起にとどまらず未来の展望に深く関わっているという知見
をもとに，典型的な主観的想起体験を伴うと考えられるなつかしい記憶想起は，詳細な再体験感
を伴うエピソード記憶想起と類似した機能を持つのではないかと考えられる。そこで，近年エピ
ソード的未来思考(episodic future thinking)研究で用いられる手法の一つである，遅延割引課題
(delay discounting task)を用いることとした。遅延割引課題とは，将来の心理的価値を現在の価値
に置き換えるとどの程度と推定するかを測定する課題である。なつかしい記憶想起による未来
の価値の割引の程度を測定することによって，未来をどのように捉えているかを測定しようと
した。 
これらの研究におけるなつかしい記憶想起方法については，参加者になつかしい出来事の想
起あるいは日常的な出来事の想起を求め，その後，課題を実施するという手法を主に用いた。 
 
４．研究成果 
本研究は、エピソード記憶の特徴と機能を近年の知見をもとに明らかにしようとしたもので
あり，その手法としてなつかしい記憶想起を用いた。ただ，コロナ禍により実験室実験が困難と
なったことから，オンライン質問やこれまでのデータのまとめなどを中心として行うこととな
った。 
なつかしい記憶の反復想起が幸福感に与える影響を検討した。なつかしい記憶想起手法は，

Sedikides et al. (2016)による手法に基づいており，参加者になつかしい記憶を一つ，できるだけ詳
細に思い出してもらうという手法である。この手法によりなつかしい記憶想起の与える影響が
示されて来ており，たとえば，ポジティブ感情の増加(Wildschut et al., 2006)，社会的つながり感
の増加(Sedikides et al., 2016)，自己連続性感の増加 (Sedikides et al., 2016)，主観的幸福感の向上
(Sedikides et al., 2016)，自尊感情の向上 (Hepper et al., 2012)，楽観性の向上(Cheung et al., 2016)な
どが知られている。 
これらは 1 回のなつかしい記憶想起の効果を検討したものであるが，本研究では，持続的に反

復して想起した場合の効果を検討した。これは，日常場面におけるなつかしい記憶想起の効果を
調べようとしたものであり，従属変数として主観的幸福感を測定した。ここで用いた主観的幸福
感は Sedikides et al.(2016)が用いたものと同様であり，Ryan & Frederick(1997)による主観的幸福感
質問項目を用いた。この質問紙は「生き生きとして活気がある」などの，主として活動性を中心
に尋ねる項目であった。参加者は大学生であり，なつかしい記憶想起群と日常記憶想起群の２群
を設けた。前者ではなつかしい記憶の想起，後者では日常的な出来事の想起を求めた。参加者は
１週間，毎日これらの記憶の想起を行った。また，記憶想起前，１週間の想起後，２週間後（２
週目は記憶想起を行っていない）に主観的幸福感の測定を行った。その結果，なつかしい記憶想
起群において，記憶想起前に比べて１週間後，２週間後の主観的幸福感が増加した。 
ここで調べた主観的幸福感は活力度を主に尋ねており，いわゆる「西洋的」幸福感を反映した
ものと考えられる。日本人では，自己の活力度というより他者との関わりが幸福感の特徴である
という指摘があることから，協調的幸福感尺度（Hitokoto & Uchida, 2015）を用いて同様の実験
を行った。質問項目は，「まわりの人に認められていると感じる」など 9 項目であった。本研究
はオンライン調査という手法で行なった。参加者は 18 歳から 66 歳の日本人であり，オンライン
上でなつかしい記憶の想起，あるいは日常的出来事の想起を行ってもらい，その後，協調的幸福
感に関する質問紙への回答を求めた。本研究では調査手法の制約などから，1 回の記憶想起の効
果を検討した。その結果，記憶想起の種類による効果は見られず，年齢の効果（高齢者の方が協
調的幸福感が高い）のみが見られた。 



さらに，高齢者を対象に１週間の記憶想起の効果を検討した。65 歳以上の高齢者 59 名をなつ
かしい記憶想起群と日常的出来事想起群の２群に分けて，１週間毎日記憶を想起してもらい，主
観的幸福感（Ryan & Frederick, 1997）を測定する実験を行った。その結果，なつかしい記憶想起
群と日常的記憶想起群の２群で幸福感の違いは有意ではなかった。これは，なつかしい記憶を想
起することは高齢者では効果がないことを示していると考えられる。ただし，大学生を対象とし
た場合は，幸福感の初期値が中程度であったのに対し（8 段階評定で 4.7），高齢者では最初の段
階である程度幸福感が高く（8 段階評定で 5.6），いわゆる天井効果であった可能性もある。高齢
者参加者は健康な人を募集したが，大学で実験を受ける人を募集した時点で，ある程度心身とも
に健康ですでに主観的幸福感の高い参加者が集まった可能性がある。このことから，高齢者に関
する幸福感の向上は引き続き検討課題である。 
エピソード記憶の詳細な想起は未来の詳細な展望と関連しており，未来を詳細に想像するこ
とによって衝動性が低下する（未来を待てる）可能性が，遅延割引課題（未来の報酬と現在の報
酬を比較する課題; Peters & Büchel, 2010）を用いた研究で示唆されている(e.g., Peck & Madden, 
2022; Wu, et al., 2017)。このことからなつかしい記憶想起が遅延割引課題に与える影響について
検討を行った。参加者は大学生であり，なつかしい記憶想起条件と日常記憶想起条件の２条件を
設けた。参加者は，なつかしい記憶あるいは日常の出来事の想起を求められた後，遅延割引課題
を行った。遅延割引課題は Koffarnus & Bickel (2014)による，5 試行で遅延割引率を推定する手
法を用いた。また，視覚イメージ能力との関連を検討するために，VVIQ(Vividness of Visual 
Imagery Questionnaire; Marks, 1973)を実施した。その結果，遅延割引率(log k)は，なつかしい記憶
想起条件の方が日常記憶想起条件より小さくなった。このことは，なつかしい記憶を想起した方
が未来の価値の低下が少なく報酬を待つことができることを示している。また，遅延割引率と視
覚イメージ能力の関連を検討するために，遅延割引率と VVIQ 得点の相関を求めたところ，な
つかしい記憶想起条件においてのみ両者の相関がみられた。このことは，視覚イメージ能力の高
低はなつかしい記憶想起における遅延割引率の大小に関連しており，視覚イメージ能力の高い
人は遅延割引率が小さくなることを示している。 
さらに，なつかしい記憶想起は社会的つながり，孤独感と関係していることが指摘されている
が，人は孤独感を感じた時に，身の回りの事物を擬人化することで，孤独感を紛らわせることが
ある。そこで，なつかしさが擬人化とどのように関連しているかを検討した。その結果，なつか
しい記憶を想起することと馴染みのない対象の擬人化が関連していることを見出した
（Nakamura & Kawaguchi, 2023）。そのメカニズムについては検討中である。 
これまで進めて来た研究はオンラインを含めた実験あるいは調査であったが，基本的に数値
化可能な指標を用いてきた。最初に述べたように，最近のエピソード記憶研究においては想起時
の意識状態，具体的にはどれくらい詳細に思い出しているかが重要だとされており，想起内容の
テキスト分析が行われている。本研究では十分にその手法を用いて想起内容の分析をすること
まではできなかったが，現在，その手法の日本語版を開発中である。この手法は，1 回きりの体
験である出来事をどの程度詳細に想起しているかを定量化しようとするものである。つまり，意
味記憶による推論が含まれた想起内容と区別することで，エピソード記憶らしい特徴を取り出
そうとする手法である。テキストのコーディングに難しさがあるが，原著者からも了解を得て進
めており，まとまり次第発表予定である。記憶想起のテキストデータを定量的に分析する研究は
少なく，この手法の開発が，心理学にとどまらず幅広い記憶研究を進めることに役立つことを願
っている次第である。  
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